
ラフランスの収穫にいそしむ伊藤佐市
さん（椿）。「やや小ぶりの実ながらも、
味は甘みがあって上出来」と評価する

丹
精
込
め
て
育
て
ま
し
た
。
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飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。
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今月の

表　紙

３℃に保たれた冷蔵庫の中で
追熟させているラフランスの
状態を確かめる伊藤さん

　10月中旬、伊藤 佐  市 さん
さ いち

（椿）はラフランスの収穫に
追われていました。伊藤さ
んの生産方法の特色は、環
境に優しいＥＭ（有用微生
物群）を、木の殺菌と活性化、
ぼかし堆肥づくりに活用し
ていることです。ラフラン
スは、真冬の 剪  定 やこまめ

せん てい

な消毒、収穫後の熟成を進
める追熟など、出荷までと
ても手のかかる果物。伊藤
さんは「手間を惜しまず、お
客さまに安全でおいしいも
のを届けたい」と話します。

環境に優しいＥＭを
使って栽培に取り組む

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページにも掲
載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれでも
見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことができるよ
うに工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

www.town.iide.yamagata.jp



広報いいで 2011/11/103

安
心
し
て
移
住
で
き
る
環
境
を

　

中
津
川
地
区
で
は
今
、
定
住
促

進
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　
「
以
前
か
ら
中
津
川
に
住
ん
で

み
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
に
対
し
、
相

談
に
乗
る
人
も
組
織
も
あ
い
ま
い

な
ま
ま
だ
っ
た
」
と
中
津
川
む
ら

づ
く
り
協
議
会
の
伊
藤
和
憲
会
長

（
岩
倉
）は
話
す
。
血
縁
が
な
く
、

知
人
が
い
な
い
人
で
も
安
心
し
て

中
津
川
に
移
住
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
こ
れ
ま
で
の
課
題
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
地
区
公
民
館
内

に
「
移
住
相
談
窓
口
」
を
設
け
た
。

車
で
通
る
人
や
地
域
住
民
に
も
わ

か
る
よ
う
に
公
民
館
正
面
に
特
大

の
看
板
を
設
置
。
協
議
会
事
務
局

が
中
心
と
な
っ
て
相
談
を
受
け
る
。

　

移
住
し
て
か
ら
の
支
援
体
制
も

整
備
し
た
。
地
域
内
か
ら
５
名
を

「
定
住
支
援
員
」
に
委
嘱
。「
暮
ら

し
」、「
企
業
・
雇
用
」、「
林
業
」、

「
農
業
・
畜
産
」、「
行
政
」
の
5
分

野
で
担
当
し
、
移
住
者
の
相
談
に

乗
り
支
援
す
る
。「
相
談
が
あ
れ

ば
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た

回
答
が
、
こ
れ
か
ら
は
正
確
で
統

一
し
た
も
の
に
な
る
」
と
伊
藤
会

長
は
、
移
住
相
談
窓
口
と
定
住
支

援
員
の
役
割
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
定
住
を
呼
び
か
け
る
地
区
公

式
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
町
内
で
初

め
て
立
ち
上
げ
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
中
津
川
の
四
季
の
写
真
を
あ

し
ら
い
、
地
区
の
紹
介
の
ほ
か
、

定
住
支
援
員
の
顔
写
真
も
添
え
ら

れ
て
い
る
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
常
に
最

新
情
報
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
例
え
ば
桜
が
見
ご
ろ
と
か
、

さ
さ
や
か
な
こ
と
で
も
ど
ん
ど
ん

ア
ッ
プ
し
、
中
津
川
の
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
伊
藤
会
長
は
話
す
。

　

協
議
会
を
中
心
と
し
た
定
住
化

促
進
の
取
り
組
み
は
、
平
成　

年
18

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
協
議
会

内
に
特
別
委
員
会
と
し
て
「
定
住

化
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
専
門

家
や
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
い
て

研
修
会
を
開
き
、
勉
強
を
重
ね
て

き
た
。
昨
年
、
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
事
業
は
一
気
に
進
展
し
た
。

　

定
住
促
進
に
は
、
雇
用
創
出
と

い
う
課
題
も
避
け
て
通
れ
な
い
。

移
住
者
に
対
し
て
働
く
場
所
を
紹

介
す
る
命
題
を
協
議
会
で
は
忘
れ

て
は
い
な
い
。
同
じ
く
特
別
委
員

会
と
し
て
「
産
業
振
興
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
知
恵
を
絞
る
。

　

今
日
も
中
津
川
で
は
、
地
域
の

人
口
増
加
に
向
け
、
住
民
の
真
剣

な
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

中津川を全国に　　し、
定住促進の体制を強化

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
定
住
促
進
の
た
め
の
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
る
中
津
川
む
ら
づ
く
り
協
議
会
の
伊
藤
和
憲
会
長

いいでの地域力◎中津川むらづくり協議会

発信

町内初、地区のホームペー

ジを開設。さらに移住相談

窓口と定住支援員を配置し

て、人口増を目指す。

ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ課

ACSESS!

検索いいもんだ中津 川

中津川地区公式ホームページには、地区のピー
アールのほか、出来事やイベント情報も掲載

http://www.iide-nakatugawa.com/index.html



広報いいで 4

「
品
格
あ
る
田
舎
」
を
Ｐ
Ｒ

　

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
７

月　

日
、
町
観
光
協
会
の
鈴
木 
忠 ただ

24

 
好 
会
長
と
職
員
の
二
瓶 
裕  
基 
さ
ん

よ
し 

ひ
ろ 

き

は
、
台
湾
の
台
北
市
に
い
た
。
目

的
は
、「
観
光
地
・
飯
豊
町
」
の
安

全
・
安
心
を
大
手
旅
行
会
社
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
原
発
事
故
は
、
外
国

人
に
と
っ
て
日
本
旅
行
を
控
え
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
飯
豊
連
峰
と
吾
妻
連
峰
に
隔

た
れ
た
本
町
は
、
東
北
地
方
の
中

で
も
放
射
線
の
心
配
の
な
い
地
域

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

伝
え
た
か
っ
た
」
と
二
瓶
さ
ん
。

　

台
湾
に
は
人
と
人
の
つ
な
が
り

を
重
ん
じ
る
国
民
性
が
あ
る
。
商

談
は
対
面
が
基
本
。
訪
問
し
た
ど

の
旅
行
会
社
も
二
人
を
歓
迎
し
、

説
明
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
中
の
一
社
で
あ

る
名
生
旅
行
社
は
、「
コ
ン
セ
プ

ト
の
な
い
旅
行
は
、
お
客
さ
ま
を

引
き
付
け
な
い
」
と
指
摘
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
社
、
旅
行
業
界
の
関
係

者
を
集
い
、
本
町
を
訪
れ
る
「
日

本
の
田
舎
ツ
ア
ー
」
の
企
画
を
逆

提
案
さ
れ
た
の
だ
。

　

９
月　

日
と　

日
の
両
日
、
こ

17

18

の
企
画
は
実
現
さ
れ
た
。
町
観
光

協
会
は
、
な
か
つ
が
わ
農
家
民
宿

組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
マ
ス
コ
ミ
・
旅
行
会

社
な
ど　

社
・　

人
の
お
客
さ
ま

12

16

を
迎
え
入
れ
た
。
民
宿
の
皆
さ
ん

が
、
台
湾
の
国
旗
を
片
手
に
笑
顔

で
出
迎
え
、
一
緒
に
野
菜
を
収
穫

し
た
り
、
郷
土
料
理
を
作
っ
た
り
、

身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
の
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
い
つ
も
ど
お

り
の
お
も
て
な
し
が
、
台
湾
の
お

客
さ
ま
に
喜
ば
れ
た
。
別
れ
の
場

面
で
は
、
宿
主
と
抱
き
合
っ
て
涙

を
流
す
お
客
さ
ま
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

ツ
ア
ー
後
、
早
速
、
飯
豊
町
は

台
湾
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
農
家

民
宿
の
人
た
ち
の
笑
顔
や
散
居
集

落
の
風
景
が
、
市
バ
ス
の
ボ
デ
ィ

広
告
に
印
刷
さ
れ
る
な
ど
、
台
北

市
の
街
角
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。

　

町
観
光
協
会
は
、
こ
の
冬
の
台

湾
か
ら
の
観
光
客
数
を
１
０
０
０

人
と
目
標
に
す
る
。
懸
念
材
料
は
、

止
ま
ら
な
い
円
高
だ
。
一
昨
年
度

は
２
１
２
０
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、

昨
年
度
は
１
０
５
３
人
と
半
減
し

て
い
る
。

　
「
こ
の
ブ
ー
ム
を
チ
ャ
ン
ス
に

捉
え
、『
品
格
あ
る
田
舎
』
と
し
て

本
町
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
二
瓶
さ
ん
は

表
情
を
引
き
締
め
る
。
そ
し
て

「
町
内
の
観
光
協
会
会
員
の
皆
さ

ん
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
い
」
と

変
わ
ら
な
い
営
業
努
力
を
誓
っ
た
。

いいでの知名度◎飯豊町観光協会

飯豊町が今、台湾の旅行業

界から熱い視線を注がれて

いる。その陰には、町観光

協会の営業努力があった。

ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ嘩

上／台湾の国旗を振り、団体
客を迎える町観光協会職員
（写真提供：町観光協会）
下／観光地としての飯豊町は
台湾のテレビ、新聞、雑誌で
数多く紹介され、その注目度
がわかる

PROMOTION!

10月３日には、台湾の台中市で行われた「2010
台中国際旅行展覧会」に町観光協会が参加。髙橋
眞副会長と協会職員が、台湾の旅行会社各社に
飯豊町の魅力を売り込んだ
（写真提供：町観光協会）

「日本旅行は飯豊町」
台湾で を集める！注目



広報いいで 2011/11/105

「
ニ
ュ
ー
エ
コ
ラ
イ
ス
」
構
想

　

最
上
川
の
源
流
、
白
川
。
こ
の

川
の
水
が
町
の
水
田
を
潤
し
、
美

味
と
賞
賛
さ
れ
る
米
を
育
む
。
そ

し
て
そ
の
川
の
原
点
は
森
林
に
あ

る 

。
そ
う
考
え
、
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
の
が
、
Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
飯
豊
地
区
青
年
部
（
後

藤
正
徳
委
員
長
・
萩
生
）
だ
。

　

青
年
部
が
環
境
保
全
に
着
目
し

た
の
は
平
成　

年
か
ら
。
身
近
な

17

視
点
で
、
町
の
環
境
保
全
に
貢
献

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
そ
の
着

想
か
ら
「
ひ
ま
わ
り
活
動
」
が
最

初
に
生
ま
れ
た
。
各
家
庭
で
育
て

た
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
回
収
し
、
製

油
し
て
提
供
す
る
。
ヒ
マ
ワ
リ
栽

培
を
通
し
、「
食
と
環
境
の
循
環
」

を
考
え
て
も
ら
う
取
り
組
み
だ
。

　
「
初
め
は
、
ふ
る
さ
と
飯
豊
発

見
隊
で
の
事
業
で
し
た
が
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
仲
間
が
参
画
し
た
こ
と

で
環
境
保
全
活
動
が
深
ま
り
、
進

展
し
ま
し
た
」
と
活
動
の
中
心
的

役
割
を
担
う
部
員
の
髙
橋
勝
さ
ん

（
添
川
）は
経
緯
を
話
す
。

　

そ
し
て
昨
年
か
ら
、
青
年
部
が

新
た
に
着
目
し
た
の
が
、「
森
づ

く
り
」
だ
。
白
川
の
水
を
育
む
森

を
守
る
こ
と
は
、
良
質
な
米
の
生

産
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
だ
。

　

昨
年
６
月
に
源
流
の
森
で
開
か

れ
た
「
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
」

に
青
年
部
と
し
て
参
加
。
そ
れ
を

皮
切
り
に
、
県
が
推
進
す
る
森
づ

く
り
事
業
「
や
ま
が
た
絆
の
森
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
乗
じ
、
源
流
の

森
を
拠
点
に
植
樹
、
下
刈
り
、
枝

打
ち
な
ど
の
活
動
を
展
開
す
る
。

　

さ
ら
に
活
動
の
輪
を
、
部
員
以

外
の
人
た
ち
に
も
広
げ
る
努
力
を

忘
れ
な
い
。「
い
い
で
未
来
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
と
銘
打
ち
、

町
民
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
先

月　

日
に
行
わ
れ
た
活
動
に
は
、

20
中
部
地
区
か
ら
「
し
ろ
あ
と
教
室
」

の
会
員　

名
が
参
加
し
、
植
樹
に

16

汗
を
流
し
た
。
ま
た
昨
年
７
月
と

今
年　

月
に
、
青
年
部
が
稲
作
体

11

験
出
前
事
業
で
交
流
の
あ
る
東
京

都
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

町
に
招
き
、
農
業
と
森
づ
く
り
を

体
験
し
て
も
ら
い
、
町
の
自
然
環

境
に
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
た
。

　
「
す
で
に
延
べ
１
０
０
人
以
上

の
部
員
と
一
般
の
人
た
ち
が
、
わ

れ
わ
れ
の
森
づ
く
り
に
関
わ
っ

た
」
と
高
橋
さ
ん
は
胸
を
張
る
。

　

青
年
部
で
は
、
一
連
の
環
境
保

全
の
取
り
組
み
が
、
人
と
の
「
出

会
い
・
つ
な
が
り
の
場
」
と
な
り
、

そ
れ
が
新
た
な
農
産
物
の
付
加
価

値
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

　

森
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
い
。

活
動
の
持
続
と
、
よ
り
多
く
の
農

家
と
一
般
住
民
を
巻
き
込
む
次
の

一
手
が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

いいでの広がり◎ＪＡ山形おきたま飯豊地区青年部

上／10月20日、中部地区「し
ろあと教室」の会員の皆さん
も青年部の活動に賛同して、
源流の森で森づくりに参加。
左が部員の髙橋勝さん
下／青年部の皆さんの森づく
り活動の様子。森を守ること
は、作物に必要なきれいな水
を作ることと考える（写真提
供：ＪＡ山形おきたま飯豊地
区青年部）

出会いを生む森づくり
　　保全でおいしい米を環境

米づくりは、“美しい森と

水づくり”から。ＪＡ山形

おきたま飯豊地区青年部の

活動の輪が町内外に広がる

ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ貨

RELATION!

昨年７月には、青年部と交流のある東京都杉並
区の小中学生とその保護者が本町を訪れ、農業
体験と森づくりに参加した。本町での体験を通
して町の恵まれた自然環境を実感してもらった。
（写真提供：ＪＡ山形おきたま飯豊地区青年部）
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「
中
部
地
区
文
化
祭
へ
よ
う
こ
そ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

　

町
内
文
化
祭
を
巡
る
バ
ス
が
到
着

し
、
中
部
地
区
公
民
館
の
嘉
藤
幹
夫

館
長
は
、
参
加
者
へ
歓
迎
の
言
葉
を

伝
え
た
。

　
　

月　

日
と　

日
の
両
日
、
町
内

10

29

30

５
地
区
で
文
化
祭
が
同
日
に
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
に
併
せ
、　

日
に
５
地

30

区
公
民
館
が
合
同
企
画
し
、
初
の
試

み
と
な
る
町
内
文
化
祭
を
巡
る
バ
ス

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
の
だ
。

　

地
区
外
の
住
民
の
方
に
も
気
軽
に

文
化
祭
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
交
流
を

深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
さ
ら
に

地
区
公
民
館
同
士
の
連
携
強
化
を
図

る
狙
い
も
あ
る
。
バ
ス
の
賃
借
料
は
、

地
区
公
民
館
が
共
同
で
負
担
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
参
加
料
は
無
料
。
バ
ス

の
発
車
時
刻
に
合
わ
せ
て
最
寄
り
の

公
民
館
か
ら
乗
車
し
、
各
会
場
を
巡

回
す
る
。
会
場
に
は　

分
間
滞
在
し
、

30

そ
の
間
、
展
示
の
見
学
や
催
し
の
参

加
な
ど
、
思
い
思
い
に
文
化
祭
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
地
区
に
よ
っ

て
は
、
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
、
売
店
の

無
料
引
換
券
、
お
土
産
な
ど
を
準
備

し
、
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

　

中
部
地
区
文
化
祭
に
婦
人
学
級
と

し
て
作
品
を
出
品
し
た
梅
津
ミ
サ
子

さ
ん（
萩
生
）と
坂
爪
初
子
さ
ん（
中
）

は
、
ほ
か
の
地
域
の
見
学
者
を
迎
え

て
次
の
よ
う
に
声
を
弾
ま
せ
た
。

　
「
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
見
て
く

れ
た
の
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

毎
年
来
場
者
が
固
定
化
し
、
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
い
た
の
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今
回
は
気

合
い
が
入
り
ま
し
た
」

　

こ
の
企
画
を
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
き
た
白
椿
地
区
公
民
館
職
員
の
鈴

木
孝
さ
ん
は
、「
各
地
区
文
化
祭
の

催
し
に
合
わ
せ
て
、
バ
ス
の
到
着
時

間
を
配
置
す
る
の
が
と
て
も
難
し

か
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。
そ
れ
で

も
「
今
回
出
た
課
題
を
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
次
に
生
か
し
た
い
」
と
来

年
の
継
続
に
意
欲
を
示
す
。

　

公
民
館
で
は
文
化
祭
を
は
じ
め
、

地
区
行
事
を
マ
ン
ネ
リ
化
さ
せ
ず
、

ど
う
や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
か
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
７
月
、
５
館
連
携
に
よ
る
公

民
館
活
動
の
推
進
を
目
的
に
「
飯
豊

町
公
民
館
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
愛
称
を
「
５
カ

ラ
ッ
ト
」
と
名
づ
け
た
。
５
館
を
結

ん
で
リ
ン
グ
を
描
き
、
宝
石
の
よ
う

に
町
を
輝
か
せ
る
決
意
を
込
め
た
の

だ
。
そ
の
事
業
の
第
一
弾
こ
そ
が
、

今
回
の
文
化
祭
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

だ
っ
た
。

　

５
館
連
携
の
合
同
企
画
を
今
後
も

注
目
し
て
い
き
た
い
。

５
地
区
公
民
館
合
同
企
画
で
初
の
試
み

葛葛葛zoom◎地区文化祭巡りバスツアー！

バスツアー参加者を見送る中部地区
文化祭役員と公民館職員の皆さん

地区文化祭巡り
バスツアー！

[cultural festival]



広報いいで 2011/11/107

虚中部地区／婦人学級の皆さんが裁縫した防災用頭巾とリュック。作品の
展示とともに災害に対しての備えを呼びかけた　許白椿地区／伊藤義弘さ
ん（椿）所有の「椿焼き」の水がめ。明治時代以前に焼かれたものと推測さ
れ、価値が高い　距東部地区／冨永藤泰さん（松原）制作の「花カレンダー」。
山野草の写真撮影から印刷、製本まですべて冨永さんがこなした力作。過
去の12点を一挙展示　鋸西部地区／髙橋初子さん（手ノ子）所有の「ゆうが
お」。穀物などを保存する容器として使用されていたもので、約80年経過
しているという　漁中津川地区／渡部みゑ子さん（白川）が出展した「あそ
びま書」。あそび心たっぷりの書におもわず笑みがこぼれる

鋸

漁

虚中部地区／萩生石箱遺跡を会場にまが玉のネックレスづくり。参加者は古代に思いを馳せた　許白椿地区／ステンドグラスの明かりだけを灯した暗室に東
日本大震災の被災地の写真を展示。復旧・復興への願いを込めた　距東部地区／本格手打ちそばを楽しめるのは東部地区文化祭だけ。添川産そば粉を使用し、
上代そばの会の皆さんが腕を振るった　鋸西部地区／文化祭オープニングとして、手ノ子幼稚園の園児が獅子舞を披露。来場者からの声援と拍手に沸いた
漁中津川地区／伊藤きみ子さん（遅谷）は中津川の昔を語り、その脇で髙橋竹子さん（広河原）と髙橋きみこさん（同）がむしろ織りを実演した

距鋸

許 虚

漁

　全地区の文化祭が見れるということ
で参加しました。バスでの移動は便利
でとてもありがたかったです。会場を
小学校の一箇所にまとめたり、展示方
法もそれぞれの文化祭ごとに工夫があ
り、勉強になりました。自分たちの文
化祭に、見学して良いと思ったものを
取り入れて役立てていきたいです。

文化祭バスツアーに参加して
interview

展示
exhibits

葛葛葛zoom◎地区文化祭巡りバスツアー！

バスツアー参加者に展示品の説明をする中部地区
婦人学級の皆さん

地 区 文 化 祭

program

催し
地 区 文 化 祭

距 許 虚

横山秋子さん（手ノ子）
淳美ちゃん（孫）



広報いいで 8

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線222

　10月８日、町民総合センター「あ～す」で、救急
フォーラム置賜2011が開かれました。町内外から約
300名が参加。講演では、東日本大震災の被災地で任
務に当った消防士、医師、自衛隊員がそれぞれの活
動内容を報告。そのうち陸上自衛隊の朝倉健一衛生
隊長は、「避難所では持病の薬が切れ、不調を訴える
人が多かった。非常用の薬を準備しておくことも大
切」など、救援活動からの教訓を話されていました。

東日本大震災を教訓に

公開講座「救急フォーラム置賜2011」

　10月23日、手ノ子地区で、「宇津峠歩こう会」が行
われました。峠の歴史的な価値と美しい自然景観を
広く知ってもらおうと手ノ子地区協議会が企画。８
回目となる今年は、参加者にガイドブック史跡編が
配られたほか、明治時代に作られた「小国新道」を
新たにコースに取り入れられました。町内外から約
80名が参加し、歴史をしのぶ旧跡や珍しい巨木など
を巡り歩き、真っ盛りの紅葉を楽しんでいました。

自然と歴史を肌に感じて

宇津峠歩こう会

　９月26日、めざみの里観光物産館は、町内幼児施設の園
児を里芋掘りに招待しました。同館では今年、隣接する私
有地の畑約2.5㌃を借りて、イベントで使うソバ、枝豆、大
根などを栽培。そのうち収穫を迎えた里芋を町内の子ども
たちに振る舞い、地元農産物のおいしさを知ってもらおう
と企画しました。参加した手ノ子幼稚園の園児24名は、背
丈以上ある茎に目を丸くしながらも、土の中でぎっしり
実った里芋を掘り出して歓声を上げていました。

秋の実りに大喜び

めざみの里観光物産館が里芋掘りに園児を招待



広報いいで 2011/11/109

　10月18日、白椿地区公民館で町高齢者レクリエー
ション大会が開かれました。町内全域から約350人が
参加。公式ワナゲやゴム輪送りリレーなどの競技が
繰り広げられ、好プレー・珍プレーが続出して、会場
は終始、拍手と笑い声に包まれていました。また大
会に先立ち、「山新おしどり金婚さん」顕彰記念品贈
呈式も行われ、結婚50年を迎えた夫婦21組にレリー
フと、町社会福祉協議会から記念品が贈られました。

楽しく運動、元気はつらつ

　10月３日、添川児童センターで「釘打ち体験」が
ありました。大工の仕事と木の温もりを知ってもら
おうと、同センターが「山形県みどり環境交付金事
業」を活用して企画しました。一級建築士で大工の
後藤正美さん（添川）が先生となって指導。園児たち
は心地よい音をたてて釘を叩き、「楽しい」とにっこ
り。後藤さんは、「子どもたちに木の魅力を感じて
もらえればうれしいです」と話してくださいました。

先生は地元の大工さん

Topics 町の話題

町高齢者レクリエーション大会添川児童センター「釘打ち体験」

　６月から10月にかけ、手ノ子スキー場活性化組合（寒河江
勝組合長・高峰）は、夏場のスキー場の“にぎわいづくり”を
目指し、「ふれあい動物」に取り組みました。ウサギを抱いた
りできる触れ合いやポニー乗馬体験などの催しを毎月第４
日曜日に開催。最終日の10月23日には、いも煮の振る舞いも
行われ、多くの親子でにぎわいました。寒河江組合長は、「遠
くは村山地域からのお客さまもあり、うれしく思いました。
来年も開催する予定です」と成果を話してくださいました。

夏場のスキー場ににぎわいを

手ノ子スキー場「ふれあい動物」

新潟山形南部連絡道路建設促進
期成同盟会飯豊大会　（あ～す）

10
29

ほのぼのサロン交流会
（東部地区公民館）

10
18

町芸能発表会　　　　　　　　
（あ～す）

10
16
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【
材
料
】（
4
人
分
）

◇
キ
ク
ラ
ゲ 

　

㌘
300

◇
リ
ン
ゴ
中
玉 

１
個

◇
食
用
菊 

１
掴
み

◇
木
綿
豆
腐 

１
丁
半

◇
ク
ル
ミ 

少
々

◇
塩 

少
々

◇
酢 

少
々

◇
し
ょ
う
油 

大
さ
じ
２
杯

◇
砂
糖 

適
宜

【
作
り
方
】

虚
一
晩
水
に
つ
け
て
戻
し
た
キ
ク
ラ
ゲ
を
き

れ
い
に
洗
い
、
し
ょ
う
油
で　

分
ほ
ど
煮

10

て
味
を
つ
け
、
汁
気
を
し
っ
か
り
切
る
。

許
菊
は
、
煮
立
ち
湯
に
酢
を
少
し
入
れ
て
ゆ

で
る
。
ゆ
で
上
が
っ
た
ら
、
水
に
さ
ら
し

よ
く
絞
っ
て
ほ
ぐ
す
。

距
リ
ン
ゴ
は
、
皮
が
付
い
た
ま
ま
一
口
大
に

切
る
。

鋸
沸
騰
し
た
お
湯
に
豆
腐
を
入
れ
、
再
び
気

泡
が
出
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
ざ
る
に
上
げ

て
お
湯
を
切
り
、
さ
ら
し
に
包
ん
で
し
っ

か
り
水
気
を
取
る
。

漁
す
り
鉢
に
ク
ル
ミ
、
砂
糖
、
④
を
入
れ
て

す
り
混
ぜ
る
。
さ
ら
に
塩
を
加
え
、
味
を

調
え
る
。

禦
①
、
②
、
③
、
⑤
を
ざ
っ
く
り
混
ぜ
合
わ

せ
て
出
来
上
が
り
。

キ
ク
ラ
ゲ
・
リ
ン
ゴ
・
菊
の
白
和
え

旬
の
食
材
を
使
っ
て
楽
し
む
精
進
料
理

肉
を
食
べ
な
い
、
野
菜
中
心
の

食
事
が
健
康
の
秘
訣
で
す

　

祖
母
が
作
る
の
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え

た
精
進
料
理
で
す
。
毎
朝
必
ず
精
進
料
理
を

作
り
、
家
に
祭
っ
て
い
ま
す
霊
山
天
狗
山
を

は
じ
め
火
之
目
様
、
ご
先
祖
様
へ
お
供
え
す

る
の
が
私
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
食
事
も
野
菜
が
中
心
で
、
肉
を
食
べ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で　

歳
の

81

今
も
健
康
で
い
ら
れ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
調
理
の
過
程

で
具
材
の
水
気
を
し
っ
か
り
切
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
舌
触
り
の
滑
ら
か
な
仕
上

が
り
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ル
ミ
の
代
わ
り
に
落
花
生
で
も
代
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
具
材
は
ゼ
ン
マ
イ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
柿
、
白
滝
な
ど
旬
の
も
の
や
好
み
の

食
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
お
試
し
く

だ
さ
い
。
お
か
ず
用
に
は
塩
を
効
か
せ
、
お

茶
請
け
用
に
は
砂
糖
を
効
か
せ
る
な
ど
、
用

途
に
合
わ
せ
て
お
好
み
で
味
付
け
し
て
く
だ

さ
い
。

Cooking料理

小白川地区
食生活改善推進員
山口花枝さん
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Child & Book 子育てと図書

「さんすうサウルス」
ダグ・クシュマン／絵　
ミシェッル・マーケル／文　
福音館書店

数えるのが得意な「さんすうサウル
ス」は、いろいろな場面で算数の技
を使う。妹があぶないときも、算数
を使って大活躍！

episode

「眉間のしわを指摘され…」

子どもの一言で自分を知る

　「ママのまゆ毛のところに２本線があるよ」。わ
が子が指さした 眉  間 には、くっきりとしわができ

み けん

ていた。さらにわが子は言う。「おひさま（ＮＨＫ
朝の連続ドラマ小説）のおかあさんは怒らないか
ら、顔に線はないんだよ」。子どもの一言で気づ
かされることがある。仕事に子育てにとあわただ
しい日々の中で、子どもをせかしたて、怒っての
繰り返しが、眉間のしわに現れたのか。
　疲れた体と心を癒してくれるのは子どもたちの
笑顔が一番。そのことに気づいてからは、仕事も
子育ても心に余裕を持とうと努力している。あれ
もこれも完璧にしようとするのは所詮無理。時に
は“まあいっか”と妥協も必要だ。いつまでも子
どもたちの頼れるお母さんでいたいから、今日も
お風呂で眉間のしわをせっせと伸ばしている。

湊かなえ／著　双葉社

デビュー作の絵本がベストセラーと
なった陽子と、新聞記者の晴美は親
友同士。ともに幼い頃、親に捨てら
れた過去を持つ。ある日、陽子の息
子が誘拐され･･･。

「境遇」
一般図書

「赤ちゃんが大好きな絵本」
赤木かん子　加藤美穂子／著
河出書房新社

絵本は赤ちゃんを楽しませる、とっ
てもすてきなもの。０・１・２歳の
赤ちゃんや妊婦さんに読んでほしい、
読んであげたい珠玉の絵本80冊を
紹介する。

一般図書

11月16日㈬ 10：30～　あそびの広場・避難訓練
　　24日㈭ 10：30～　かんがるー広場
　　25日㈮ 10：30～　交通安全指導
　　30日㈬ 10：30～　保健師さんの指導
12月２日㈮ 10：30～　避難訓練
　　３日㈯ 10：30～　ブックスタート広場
　　７日㈬ 10：30～　おはなし広場
　　９日㈮ 10：30～　ほのぼの講座

（11月・12月の日程）

「あいうえおのきもち」
ひろかわさえこ／著　　講談社

「あ」という音からは、どんな思いが
聞こえてくる？「く」の字の形はど
う見える？「あいうえお」の気持ち
を想像して、言葉と仲良くなろう！

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00 、13：00～17：00

今月の

おすすめ図書

11月24日状 10：30～
こどもみらい館

おもちゃを作って遊びま
す。準備のため16日㈬ま
で申し込みください

か ん が る ー 広 場

子育て

FILE
フ ァ イ ル

児童図書

児童図書

●開館時間　　午前９時～午後５時
●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆会員募集対象
経験・年齢・性別・住所問わず誰でも

◆ピーアール
　西部民踊愛好会の発足は昭和53年。「会社勤
めの人が増える中、地域の仲間が定期的に集
まって楽しく過ごす時間を作ろうと考えたこと
が設立のきっかけです」と志田花子会長は話し
ます。今では町の芸能発表会や地区文化祭での
発表のほか、敬老会、文化祭、総会などにも招
かれて踊りを披露しています。「お客さまに『踊
りよかったよ』と声を掛けてもらえたときは、
本当にこの会を始めてよかったと実感します」
と志田さん。男性の方の入会大歓迎です。西部民踊愛好会

◆指導者／渡邊次男さん（小国町）
◆代表者／志田花子さん（手ノ子）
◆会員／10名
◆練習日時／毎月第２・第４火曜日ほか

19：00～21：00
◆練習場所／西部地区公民館

志田さんにとって民踊とは…

●西部民踊愛好会への入会・見学などのお問い合わせは、お知り合いの会員の方、もしくは志田花子会長まで志75―2674

民　踊

Club & Essayクラブ紹介と随想

滑志田花子さん

仲間づくり、健康づくり
の“生きがい”

挟

「
木
じ
り
の
世
界
」

　

後　

藤　

幸　

平

　
「
本
日
は
月
末
の
月
曜
日
。
お
忙
し
い

日
に
か
か
わ
ら
ず
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
始
め
る
と
傍
ら
の
課
長
が
「
え
、

町
長
、
今
日
は
金
曜
日
、
金
曜
日
」
慌
て

た
よ
う
な
あ
き
れ
た
よ
う
な
表
情
で
途
中
、

止
め
に
入
っ
た
。
そ
う
か
、
今
日
は
金
曜

日
だ
っ
た
。
最
近
、
土
日
が
仕
事
続
き
な

の
に
加
え
平
日
に
遠
出
し
た
り
す
る
。
と

な
る
と
曜
日
の
感
覚
が
大
き
く
狂
う
。
正

し
い
判
断
力
を
求
め
ら
れ
る
首
長
の
立
場

な
ら
、
頭
は
で
き
れ
ば
鮮
明
で
あ
り
た
い
。

　

曜
日
や
昨
日
の
出
来
事
は
思
い
出
せ
な

く
て
も
過
去
の
記
憶
は
意
外
と
鮮
明
で

あ
っ
た
り
す
る
。
昔
「
木
じ
り
」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。「
木
じ
り
」
が
無
く
な
っ

て
か
ら
人
間
は
工
夫
を
し
な
く
な
っ
た
な

ど
と
考
え
込
ん
だ
。「
木
じ
り
」
は
「
木
尻
」

と
書
き
、
い
ろ
り
に
く
べ
る 
焚 
き
木
置
き

た

場
だ
。
そ
こ
は
遊
び
の
宝
庫
だ
っ
た
。 
柴 しば

や 
薪 
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
っ
て
そ
れ

ま
き

を
上
手
に
使
っ
て
遊
び
道
具
を
作
る
。
パ

チ
ン
コ
、
弓
と
弓
矢
、
鉄
砲
ヤ
ス
、
チ
ャ

ン
バ
ラ
の
刀
、
私
の
最
高
傑
作
は
ウ
イ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ラ
イ
フ
ル
で
あ
る
。
何
と

物
騒
な
も
の
ば
か
り
を
作
っ
て
遊
ん
で
い

た
も
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
切
れ
も
し
な
け
れ

ば
、
弾
が
出
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、

「
ヤ
ラ
レ
タ
！
」
と
ば
か
り
に
無
念
の
表

情
い
っ
ぱ
い
に
バ
ッ
サ
リ
と
倒
れ
て
遊
ぶ
。

　
「
木
じ
り
」
に
は
、
つ
け
木
の
杉
葉
や
ナ

ラ
の
バ
イ
タ
な
ど
用
途
に
応
じ
た
各
種
の

樹
木
の
ほ
か
山
の
恵
み
を
暮
ら
し
に
取
り

入
れ
る
た
め
の
道
具
が
並
ん
で
あ
っ
た
。

 
鋸 
、 
鉈 
、 
斧 
、 
鉋 
、 
楔 
、 
釿 
な
ど
で
あ
る
。

の
こ
ぎ
り 

な
た 

お
の 

か
ん
な 

く
さ
び 

ち
ょ
う
な

子
ど
も
の
遊
び
の
宝
庫
で
あ
る
前
に
暮
ら

し
の
根
幹
を
支
え
た
の
が
「
木
じ
り
」
だ
。

　

木
は
、
燃
料
で
あ
る
と
同
時
に
、 
桶 
や

お
け

曲
げ
物
な
ど
生
活
用
具
の
材
料
で
も
あ
る
。

弁
当
の
語
源
と
さ
れ
る
面
桶
は
当
地
方
で

「
め
ん
つ
」
と
称
す
る
曲
げ
の
伝
統
工
芸

で
あ
る
。
木
地
作
り
や
塗
り
の
技
術
は 
蒔 まき

 
絵 
な
ど
高
度
な
芸
術
に
ま
で
磨
か
れ
て

えい
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
そ
れ
を
仕
事
に

す
る
人
は
こ
こ
に
は
い
な
い
。

　

香
川
県
の
上
勝
町
は
「
そ
う
だ
、
葉
っ

ぱ
を
売
ろ
う
」
と
木
の
葉
の
町
お
こ
し
に

成
功
し
た
。
飯
豊
町
は
「
木
じ
り
の
世
界
」

か
ら
何
か
新
し
い
手
づ
く
り
の
町
お
こ
し

が
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
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Karte⑥

health column

このコーナーでは、健康に関する身近なテーマを取り上げ、

H E A L T H

町民の皆さんが今すぐできる健康づくりを提言します。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
？

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
聞
く
と
悪
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
生
き
て

い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
脂
質
の
一
種
で
、

細
胞
膜
、
胆
汁
酸
、
各
種
ホ
ル
モ
ン
の

原
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
血
液
中
だ
け

で
な
く
、
脳
や
脊
髄
、
副
腎
、
小
腸
、

筋
肉
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
食
事

で
の
摂
取
の
ほ
か
に
、
体
の
中
で
も
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

必
要
量
の　

～　

程
度
は
食
事
か
ら

1/5

1/3

摂
取
さ
れ
、
残
り
は
肝
臓
と
小
腸
で
作

ら
れ
ま
す
。
食
事
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
取
り
過
ぎ
る
と
、
体
の
中
で
作
ら
れ

る
量
が
自
動
的
に
少
な
く
な
り
余
分
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
肝
臓
か
ら
胆
汁
と

し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
食
生

活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、

加
齢
な
ど
に
よ
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
能
が
衰
え
る
と
、

体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
が
増
加

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

値
が
高
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
が
多
過
ぎ
る
病
気
を
脂
質
異
常
症

と
い
い
ま
す
。
血
液
中
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
増
え
る
と
、
動
脈
の
内
側
の

壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
っ
て
血

管
壁
が
盛
り
あ
が
っ
て
狭
く
な
り
、
そ

れ
と
と
も
に
血
管
が
硬
く
な
っ
て
も
ろ

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
が
流

れ
に
く
く
な
っ
た
り
、
血
管
に
血
栓

（
血
液
の 
塊 
）
が
詰
ま
り
や
す
く
な
っ

か
た
ま
り

た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
現
象
を
動
脈

硬
化
と
い
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
高
血
圧
症
や

腎
臓
病
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
心
筋
梗

塞
・
脳
梗
塞
発
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
が
、
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
発
症
の
リ
ス
ク
を

低
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

値
が
高
い
原
因
は
３
つ

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
原
因
は
大

き
く
分
け
て
3
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
①
「
食
習
慣
や
生
活
習
慣
」、
②

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
な
る
病
気

を
持
っ
て
い
る
」、
③
「
遺
伝
や
体
質
」、

で
す
。

　

中
で
も
最
も
多
い
の
が
①
に
よ
る
も

の
で
す
。
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
肥

満
、
運
動
不
足
な
ど
で
起
こ
る
も
の
で
、

生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
の
課

題
で
す
。
②
の
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
く
な
る
病
気
」
と
は
糖
尿
病
な
ど
の

こ
と
で
、
病
気
治
療
が
値
を
下
げ
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
③
の
場
合
は
、
生

活
習
慣
の
乱
れ
と
連
動
し
て
起
こ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
①
と
同
じ
く
生
活
習

慣
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
」
と
一

口
で
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が

あ
る
の
で
す
。

脳卒中予防10カ条　その５

高すぎる コレステロールも 見逃すな

脱メタボ　一日一度の運動で
（第一小３年　冨永心涼）

はじめよう　体よろこぶ
減塩生活
（添川小４年　渋谷麻斗）

しょっぱいよ　塩が多いよ
減らそうね
（手ノ子小３年　寒河江俊介）

すこやか川柳

優秀作品を紹介

「すこやか川柳」は、めざみの里まつりに合せ、
小中学生の皆さんから応募いただいた作品で
す。優秀作品を順次紹介していきます。

脂 質 異 常 症 を 防 ぐ 食 事

❶偏らない「栄養バランスの良い食事」を心がける
❷摂取総エネルギーを控えて、適正な体重を保つ
❸肉類よりも魚を選ぶ
❹野菜や海藻・きのこ類をたくさん食べる

青魚の脂肪はコレステロールや中性脂肪を
下げ、野菜に含まれる食物繊維はコレステ
ロールの吸収を抑える効果がある



広報いいで 14

Topics町の話題

　このほど、にぎわい再現プロジェクト委員会
イベント部会は、「にぎわいスマイル写真展」の
活動をスタートさせました。
　委員会の副委員長で、部会のリーダーを務め
る安部宗和さん（小白川）は、「にぎわいとは何
かと話し合ったとき、笑顔があふれる町だとい
う意見で一致した。それをストレートに表現し
たのが、この写真展です。多くの人に見てもら
い、町の元気を感じ取ってもらいたい」と活動
の目的を話します。
　写真はすべて委員が撮影し、印刷も台紙づく
りも自分たちでの手作業。町民総合センター
「あ～す」に展示された写真は、めざみの里ま
つりの様子を写したもので、数は約100点にのぼ
ります。どれも表情が豊かで、見る人を温かい
気持ちにさせてくれるものばかり。
　写真は「あ～す」のほか、役場にも展示され、
プロジェクト委員会が関わった事業の写真を中
心に、月２回のペースで更新される予定です。

にぎわい再現プロジェクト委員会イベント部会企画

にぎわいスマイル写真展で町の元気を発信！

上／「あ～す」で写真の展示作
業を行った安部宗和副委員長
（右）、川﨑光委員（中央）、小
池和子委員（左）
左／写真を一点一点確認し、
入念に選んだものを展示

鴨グラウンド・ゴルフ【個人女子】
陰加藤春江　隠佐野陽子
韻上田輝子　韻二瓶ちよ
韻渡部きよ　
鴨パークゴルフ【男子】
陰井上克夫　隠粕川孝男
韻嘉藤国昭
鴨パークゴルフ【女子】
陰二瓶ちよ　隠渡部きよ
韻渡部ヨシエ
鴨柔道団体
陰第一小チーム　隠添川小チーム
韻第二小チーム
鴨柔道個人／小学低学年の部
陰伊藤優馬　隠伊藤柊馬
韻長沼有紀　韻塚田兆

鴨柔道個人／小学高学年の部
陰塚田朝陽　隠髙橋瑞穂
韻今野瑞帆　韻大場圭吾

鴨柔道個人／中学生軽量の部
陰今野拓海　隠渡部拓海
韻髙橋慎吾　韻井上善達

鴨柔道個人／中学生重量の部
陰舟山広大　隠横山大
韻伊藤遥平　韻齋藤広樹

（敬称略）

◆子ども県展
鴨奨励賞／小林陸矢（飯豊中）
◆全国水源の里フォトコンテスト
鴨特選／齋藤徹（松原）
◆山形県社会教育連絡協議会
社会教育関係職員表彰
遠藤節子（東部地区公民館）

◆町総合体育大会
鴨ゲートボール
陰中　隠手ノ子　韻東部

焔最優秀選手／土田正明
焔優秀選手／五十嵐政紀
鴨グラウンド・ゴルフ【団体男子】
陰小白川　隠萩生　隠手ノ子

鴨グラウンド・ゴルフ【個人男子】
陰舟山慶一　隠鈴木八郎兵衛
韻髙橋利広　韻渡部春雄

鴨グラウンド・ゴルフ【団体女子】
陰東部　隠小白川　韻萩生

鴨柔道個人／高校・一般の部
陰小松光　　隠野口正良
韻大場正明　韻髙橋智

◆ミヤカワ杯2011 Ｕ11大会
第２位／わかくさサッカースポー
ツ少年団
◆山形県少年少女スポーツ交流大会
鴨ソフトボール競技
第１位／白椿ソフトボールスポー
ツ少年団
◆町長杯グラウンド・ゴルフ
鴨男子／陰長岡秀雄　隠伊藤俊治
　　　　（小国町）　　韻井上克夫
鴨女子／陰二瓶ちよ　隠伊藤幸子　
　　　韻加藤春江

【お詫びと訂正】
　先月号に掲載しました町小学校陸
上競技大会「男子・女子リレー」の
結果に誤りがありました。正しい結
果は下記のとおりです。訂正してお
詫び致します。
◇男子リレー
陰第一小　隠第二小　韻手ノ子小
◇女子リレー
陰第二小　隠第一小　韻手ノ子小
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こ
ん
に
ち
は
。
中
津
川
も

す
っ
か
り
秋
色
に
な
り
ま
し
た
。

日
に
日
に
濃
く
な
っ
て
い
く
紅

葉
は
、
毎
日
見
て
い
て
も
飽
き

ま
せ
ん
。

　

私
は
飯
豊
町
に
来
て
季
節
・

自
然
の
流
れ
を
よ
く
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
毎
日
の
活
動
で
、
自
然
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
業
を
手
伝

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
こ
の

地
で
そ
の
時
に
採
れ
る
野
菜
を

食
べ
た
り
し
て
い
る
た
め
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
生
活
で
は
空
調
が

き
い
た
場
所
で
過
ご
す
時
間
が

多
く
、
買
い
物
に
行
っ
て
も
年

中
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
売
っ
て

い
て
、
私
に
と
っ
て
季
節
感
が

な
く
、
と
て
も
違
和
感
の
感
じ

る
生
活
で
し
た
。
今
年
は
暑
さ
、

寒
さ
を
感
じ
、
外
で
体
を
動
か

し
て
仕
事
す
る
こ
と
の
気
持
ち

良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
生
活
の
中
で
中
津
川

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
日
常
が
、
私
に
は
新
鮮
で

面
白
く
勉
強
に
な
り
ま
す
。

「
何
も
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る

方
も
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
な
く
て
、
何
気
な
く
し
て
い

る
こ
と
や
考
え
方
一
つ
一
つ
に

す
ご
い
な
、
と
思
う
こ
と
も
多

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
な
り
イ
ベ
ン

ト
や
大
き
な
仕
事
が
少
な
く
な

る
の
で
、
今
ま
で
よ
り
も
も
っ

と
日
常
の
中
に
あ
る
、
小
さ
な

す
ご
い
こ
と
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牧
野
）

日
常
の“
す
ご
い
こ
と
”

を
発
見
し
た
い
！

秋晴れの中、はせ掛けのお手伝いをし、
心地よい汗をかきました

発信許

細

川

由

貴
（
浜
松
市
出
身
）

牧

野

美

咲
（
金
沢
市
出
身
）

11．19 飾 ９：00 開場

町民総合センター「あ～す」開館20周年記念式典

第16回めざみの里音楽祭・「あ～す」ジョイントコンサート

　「あ～す」開館20周年を多彩なプログラムと音楽で
お祝いします。「音楽からのまちづくり」の軌跡を
たどりながら音楽を一緒に楽しみましょう。
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆入場料／全席無料。ただし、「あ～す」ジョイント
コンサートについては、整理券を「あ～す」、役場
住民税務課会計室、各地区公民館で配布
◆日程・内容
９：30～　第16回めざみの里音楽祭
町内全小中学校、いいで中部幼稚園、添川児童セ

ンターによる舞台発表
13：00～　飯豊町民の歌歌碑除幕式・記念式典
経過報告、式辞、祝辞
飯豊町民の歌初披露『いつも心に』混声合唱
14：00～　「あ～す」ジョイントコンサート 
混声合唱『飯豊山』演奏、町少年少女合唱団、
男声合唱団プロージット、女声合唱団コラール・
ド・めざみ、出羽之国飯豊山白流太鼓保存会、
めざみキッズ（創作ミュージカル『獅子の笛』上演）
全員合唱『いつも心に』

20年目の萌芽“町に新たな吹奏楽団体”

　「音楽からのまちづくり」の新たな活動の一環と
して、吹奏楽団体を設立することになりました。概
要は次のとおりです。広く団員を募集します。
◆練習日／毎週水曜日、個人練習（希望者のみ）ま
たは合同練習をおこないます。合同練習は月２回
の予定です。
◆練習時間
19：00集合・準備・ウォームアップ、20：00開始

◆練習会場／町民総合センター「あ～す」ほか
◆会費／入会費2,000円、月会費1,000円
◆申込方法／下記まで電話で申し込み。ただし、12
月３日㈯で一次募集を締め切ります。その後も随
時募集しております。

◆その他／個人で楽器をお持ちでない
場合や打楽器については、町民総合
センターまでお問い合わせください。

◆申込・問合せ先／町民総合センター「あ～す」志72－3111

Information & Essay お知らせとエッセー
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

◆職種・人員・雇用形態
①介護員／10名程度
常勤（正職員以外）
②看護師／若干名・常勤（正職員）
③調理員／若干名・常勤（正職員以外）
④作業療法士／１名・常勤（正職員）
◆応募資格
①資格不問（介護福祉士優遇）
②正・准看護師
③不問
④有資格者
◇学歴・その他の資格／焔高校卒業以
上または平成24年３月高校卒業見
込み　焔普通自動車免許

※上記の各資格は平成24年３月取得
見込みも可
◆勤務体制／早番・遅番・夜間勤務あ
り。休日は勤務割表による
◆就業場所／地域密着型特別養護老人
ホームまたは特別養護老人ホームひ
めさゆり荘（いずれも添川地内）
◆応募受付期間／随時受付
◆選考方法／面接
◆採用予定日／採用者と協議し、決定
◆応募・問合せ先／特別養護老人ホー
ムひめさゆり荘緯74－2011

　県議会では、地元議員による地域の
課題や施策について審議を行う地域議
員協議会を開催します。
◆日時／11月22日㈫ 13：30～
◆場所／置賜総合支庁西庁舎（長井市）
◆参加方法／傍聴を希望される方は、
直接会場でお申し込みください
◆問合せ先／県議会事務局政策調査室
緯023－630－2846

　今年はこくわのスパークリングワイ
ンを限定でお楽しみいただけます。
◆日時／12月１日㈭ 18：30～20：00
◆会場／めざみの里観光物産館
◆内容／新酒こくわワイン・スパーク
リングこくわワインの試飲

◆参加費／2,000円
　※チケットは下記にて販売中です
◆問合せ先／ＪＡ山形おきたま飯豊支

店緯72－2121

　本町では脳卒中の発症が多いため各
地区で出前講座を開催し、お医者さん
から脳卒中予防の秘訣を伝授していた
だきます。
◆会場・日時・講師
①東部地区公民館
焔11月17日㈭ 15：00～
焔池田内科医院　池田医師
②中津川地区公民館
焔11月27日㈰ 13：00～
焔公立置賜総合病院　金城医師
③健康福祉センター
焔11月29日㈫ 13：30～
焔町国保診療所　後藤医師
④西部地区公民館
焔11月30日㈬ 13：30～
焔中村循環器科医院　中村医師
◆内容／医師の講話、みそ汁飲み比べ、

食生活の注意など
◆持ち物／容器に入れたみそ汁少量
◆参加料／無料
◆申込方法
直接会場にお越しください

◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
緯86－2338

◆日時／12月４日㈰ 10：30～11：30
◆会場／こどもみらい館
◆内容
焔お話を聞こう！絵本・紙芝居の読
み聞かせ　焔つくって遊ぼう！クリ
スマスにぴったりな工作をします

◆参加費／無料
◆対象／おおむね３歳から小学３年生
前後の児童とその保護者

◆申込締切／11月30日㈬まで
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆問合せ先／町民総合センター「あ～

す」緯72－3111

　置賜３市５町の若者がプロデュース
する婚活プロジェクトの第２弾は「ほ
ろ酔いバスツア～」です。
◆日時／11月19日㈯ 10：00～17：00
◆場所／赤湯駅西口集合
◆募集
20～40歳までのお酒が好きな独身
男女各20名の合計40名

◆参加費
男性5,000円　女性2,000円
◆内容
南陽・高畠・白鷹の酒蔵とワイナリー
をバスで巡り、お酒を楽しむツアー
型のねるとんパーティーです。カッ
プル賞やお土産を準備しています

◆申込方法／下記のホームページから
申し込みください
http://www.okikou.or.jp/d/
◆申込・問合せ先
置賜広域行政事務組合総務課企画係
緯0238－23－3246

社会福祉法人いいで福祉会
職員募集のお知らせ

飯豊町こくわワイン
新酒試飲会のご案内

みんなあつまれ～！
わくわくぐりぐら広場

おきたまＬＯＶＥワゴン
参加者大募集

お医者さんが教える
脳卒中予防出前講座

地元県議会議員による
地域議員協議会のご案内
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　医師不足などによる医療崩壊の危機
を乗り越えた地域の事例から学び、置
賜地域の医療を守るためにはどうした
らよいかを考えます。
◆日時／12月11日㈰ 13：30～15：50
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆講師／足立智和氏（丹波新聞社記者）
◆参加料／無料
◆問合せ先
公立置賜総合病院医療連携・相談室
緯0238－46－5000内線1902

　小さなお子さんと一緒に楽しめる復
興支援・子育て応援コンサートです。
「みんなのうた」などでおなじみの曲
も上演されますので、お楽しみに。
◆日時／11月23日（水・祝） 14：00開演
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆入場料／大人500円　子ども無料
被災（罹災）証明書を持参の方無料
◆問合せ先／町民総合センター「あ～

す」緯72－3111

　11月12日から25日は「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間です。配偶
者などからの暴力、性犯罪、売春、セ
クハラ、ストーカー行為など、女性に
対する暴力は女性の人権を侵害するも
のです。この運動期間をきっかけに女
性に対する暴力について考え、暴力の
ない社会づくりを進めましょう。
◆問合せ先
山形県子育て推進部青少年・男女共
同参画課緯023－630－2727

◆日時／11月25日㈮ 13：30～16：00
◆場所／山形国際交流プラザ（山形市）
◆内容
焔基調講演「被害者遺族の声」
焔東日本大震災被害者支援活動の報告
焔チェロとピアノの演奏
◆入場料／無料
◆問合せ先／㈳やまがた被害者支援セ
ンター事務局緯023－642－3571

　11月は児童虐待防止推進月間です。
虐待を受けたと思われる子どもを見つ
けたときやご自身が出産や子育てに悩
んだときには、児童相談所または役場
まで連絡・相談ください。
◆児童虐待などの相談窓口
焔全国共通ダイヤル
　緯0570－064－000
　※地域の児童相談所に繋がります
焔平日（８：30～17：00）の連絡先
　役場教育文化課子育て支援室
緯72－2111内線163・167

焔夜間など時間外の緊急連絡
　山形県中央児童相談所
　緯023－627－1195（24時間受付）

　行政書士は、官庁や役所などに提出
する諸書類の作成、相談、提出代行を
行います。
【無料相談の案内】
◆場所／長井市役所市民相談センター内
◆日時／毎月第４火曜日10：00～12：00
◆問合せ先／山形県行政書士会長井支
部事務局緯88－2825

Information お知らせInformation お知らせ

（10月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

梅　津　一　樹さん
井　上　奈　月さん

　  中  　（川  西  町    
相　澤　　壮　さん
初　鹿　友　美さん

萩  　  生（白  鷹  町    
小　松　　巧　さん
大　沼　淳　美さん

　  中  　（長  井  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  裕　樹（麻　耶手 塚　 姫 　 美 ちゃん

ひ み

萩生
  健　春（　愛　横 山　 未 　 華 ちゃん

み か

小白川

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
34横　山 　 剛　さん向原手ノ子
88渡　部 　 保　さんひめさゆり添川
90大　内 新三郎さん辻椿
83須　貝 たつ子さんひめさゆり添川
15井　上 絢　斗さん町上手ノ子
63井　上 定　夫さん北上野小白川
93小　川 ち　よさん上野椿
78長　岡 恒　有さん北酒町中
85勝　見 き　みさん松原
79伊　藤 亮　一さん駅前椿
95長　岡　と　めさん北新田中
94嶋　貫　六　郎さん中ノ目北萩生
68梅 澤 周　子さん上野椿
90佐 藤 シ　ﾉさん谷地田黒沢

※この欄に掲載を望まない場合は
届出の際にお申し出てください。

「置賜の明日の医療を考える」
公開講座のご案内

復興支援・子育て応援
山響コンサートのご案内

犯罪被害者支援県民のつどい
のご案内

児童虐待防止推進月間
児童虐待などの相談窓口

女性に対する暴力をなくす
運動期間のお知らせ

行政書士まで
気軽に相談ください

10月分　　（　）内は対前月比

3転入2,379（  -3）世帯数
10転出3,904（-14）男人　

口
3出生4,145（  -4）女
14死亡8,049（-18）計

人の動き

◇
今
や
日
本
を
代
表
す
る
イ
タ
リ

ア
料
理
人
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
。

本
町
で
八
神
純
子
さ
ん
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
た

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
奥
田
シ
ェ
フ

で
し
た
。
な
ぜ
飯
豊
町
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
？　

▽
奥
田
シ
ェ
フ
は

炊
き
出
し
に
、
八
神
さ
ん
は
被
災

者
を
歌
で
励
ま
す
活
動
に
と
、
一

緒
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を

回
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
の

こ
と
。「
被
災
し
た
人
た
ち
の
た

め
に
と
、
が
ん
ば
っ
て
き
た
八
神

さ
ん
の
心
と
体
を
飯
豊
町
で
癒
し

て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
奥
田

シ
ェ
フ
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ェ
フ
の
本
町
へ
の
思
い
入
れ
が

う
か
が
い
知
れ
、
自
尊
心
が
く
す

ぐ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
横
山
）
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月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ

10

22

～
す
」
を
会
場
に
、
第　

回
全
国
山
野
草
・

11

つ
み
草
料
理
町
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
１
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
山
野
草
の
研
究
と
、
そ
の
料

理
の
普
及
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
と
観
光

振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
。
つ
み
草
を

通
し
て
活
動
す
る
個
人
・
団
体
の
情
報
交

換
と
交
流
の
場
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
が
年
１

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長
と
し
て
登
壇
し

た
後
藤
町
長
は
、「
地
域
に
な
い
も
の
を

ね
だ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る
も
の

を
生
か
す
時
代
。
つ
み
草
が
町
お
こ
し
の

新
し
い
手
法
と
し
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

山
野
草
研
究
家
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
つ

み
く
さ
研
究
会
理
事
長
・
篠
原 
準  
八 
氏
の

じ
ゅ
ん 
ぱ
ち

基
調
講
演
で
は
、
つ
み
草
料
理
を
提
供
し
、

地
域
づ
く
り
や
観
光
に
役
立
て
て
い
る
全

国
各
地
の
事
例
を
報
告
。「
邪
魔
者
扱
い

さ
れ
て
い
た
草
を
町
お
こ
し
に
使
お
う
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
発
想
。

自
然
に
生
え
て
く
る
も
の
だ
か
ら
お
金
も

か
か
ら
な
い
、
手
間
も
か
か
ら
な
い
、
健

康
に
良
い
薬
効
も
あ
る
」
と
山
野
草
の
有

益
性
を
解
説
し
ま
し
た
。

第

回
全
国
山
野
草
・
つ
み
草
料
理
町
お
こ
し
サ
ミ
ッ

第　

回
全
国
山
野
草
・
つ
み
草
料
理
町
お
こ
し
サ
ミ
ッ
トト

1111
が
、
飯
豊
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演

が
、
飯
豊
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
やや

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
山
野
草
料
理
コ
ン
テ
ス

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
山
野
草
料
理
コ
ン
テ
ス
トト

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今
ま
で
見
過
ご
し
て
い
た
山

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今
ま
で
見
過
ご
し
て
い
た
山
野野

草
の
価
値
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た

草
の
価
値
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。。

繋罫

茎

荊

蛍計

平
成　

年　

月　

日
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町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」



新潟県胎内市健康福祉

課元気応援係黒川担当

板垣美智子係長

　胎内市では、「胎内サラダ記念日」を設
け、つみ草散策と料理を楽しむイベント
を毎年行っています。また、平成21年
に食生活改善推進員の有志７名が「 草  花 

くさ は

 菜 会」を結成し、つみ草料理を提供する
な

レストランを開業しました。限定30名
の予約制で、５月から10月の間、６回開
店する仕組みです。市内外から多くのお
客さまがみえられ、好評を得ています。

つみ草料理のレストラン開業

アル・ケッチァーノ

奥田政行シェフ

　つみ草は春の料理に使う大切な食材で
す。どの草が食べれて、どの草が食べれ
ないか見極めようと試食し、気を失いそ
うになったことがあります（笑）。落ち着
きを取り戻したいときや迷いが生じたと
きは、「畑に行ってくる」とスタッフに
言って外に行き、ゆっくり草花を眺めな
がら摘みます。料理でなく、「つみ草」で
心のリセットもしているのです。

つみ草で心のリセット

町食生活改善推進員連

絡協議会

中村文子会長

　「つみ草」と聞いても初め興味はわき
ませんでした。しかし、勉強会に参加し
てカボチャの花、桑の葉、山ウドの実な
ど身近な草花が食べられると知り、驚き
の連続でした。胎内市の「 草  花  菜 会」の

くさ は な

視察で食べたアカザの実の料理がおいし
くて印象に残りましたが、家の畑にも生
えていたのを見つけ、食べられるものを
食べずに過ごしてきたのだと感じました。

勉強会に参加して驚きの連続

佐藤秀明氏

日本写真家協会写真家

　仕事柄、世界の雄大な自然景観を撮り
に行くことがあります。そのため、地平
線を望むように遠くばかりを見ることが
多かったです。しかし、篠原先生の著書
の仕事でつみ草に出会ってからは、足元
にあるものをしっかり見るようになりま
した。レンズを通して草や花を見ると、
今まで気付かなかった美しさや食べ物と
しての恵の豊かさに気付かされました。

足元にある豊かさに気付く

なかつがわ農家民宿組合

伊藤信子組合長

　篠原先生と出会ったのは２年前です。
農家民宿の勉強会として、つみ草の知識
と料理方法を教えてもらいました。初め
てクローバーのかき揚げを食べたときは、
おいしくて、その味に驚きました。民宿
のお客さまにも、野山で取ったつみ草料
理をお出しすると、「食べれるとは知ら
なかった」と大変喜んでくれ、私たちも
得意な気分になりうれしくなります。

民宿のお客さまも大喜び

広報いいで 2011/11/1019

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
本

町
と
交
流
の
深
い
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
・
奥
田
政
行
氏
や
写

真
家
・
佐
藤
秀
明
氏
な
ど
を
パ
ネ
ラ
ー
に

迎
え
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
奥
田
氏
は
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
時
の
秘

話
を
披
露
。
当
時
、
お
客
さ
ま
が
な
か
な

か
入
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
や
材
料
の

仕
入
れ
に
も
困
難
に
な
り
、
困
り
果
て
、

身
近
に
あ
る
「
つ
み
草
」
を
料
理
し
て
提

供
し
た
と
こ
ろ
、「
ハ
ー
ブ
を
巧
に
扱
う

料
理
人
」
と
し
て
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
。「
つ
み
草
の
お
か
げ
で
、
経

営
が
軌
道
に
の
り
ま
し
た
」
と
話
す
と
、

会
場
は
ど
っ
と
沸
き
ま
し
た
。

　

山
野
草
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
、　

品
の

26

応
募
が
あ
り
、
味
・
見
た
目
・
山
野
草
の

使
用
割
り
合
い
な
ど
を
審
査
基
準
に
、
審

査
員　

名
に
よ
る
投
票
方
式
で
行
わ
れ
ま

50

し
た
。
料
理
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
山

野
草
の
利
用
の
幅
広
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
▽
最
優
秀
賞

「
山 
蕗 
の（
寿
）砂
糖
菓
子
」＝
五
十
嵐
あ
い

ふ
き

さ
ん（
白
川
）
▽
優
秀
賞
「
ク
ロ
ー
バ
ー

入
り
棒
ギ
ョ
ウ
ザ
」＝
重
野
あ
お
い
さ
ん

（
長
井
市
）
▽
優
秀
賞
「
山
あ
け
び
の
じ

ん
だ
合
え
」＝
伊
藤
信
子
さ
ん（
岩
倉
）

　

さ
ら
に
サ
ミ
ッ
ト
翌
日
に
は
、
な
か
つ

が
わ
農
家
民
宿
開
業
５
周
年
と
つ
み
草
サ

ミ
ッ
ト
記
念
事
業
と
し
て
八
神
純
子
さ
ん

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
山
形

県
源
流
の
森
で
開
か
れ
ま
し
た
。
す
て
き

な
歌
と
ト
ー
ク
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

繋山野草料理コンテスト最優秀賞「山 蕗 の（寿）砂糖菓子」　罫優秀賞「クローバー入り棒ギョウザ」　茎優秀賞「山あけびのじんだ合え」
ふき

荊山野草料理コンテストでは、味・香り・彩りともに工夫を凝らした力作料理が並び、審査員を悩ませた　蛍山野草研究家でＮＰＯ法人
日本つみくさ研究会理事長の篠原準八氏が基調講演。つみ草を通した活動の輪が全国に広がり、人と人の結びつきにも役立っているとも
話す　計八神純子さんのチャリティーコンサートには町内外から約300名が来場。収益金は、東日本大震災の被災地へ贈られた

パネルディスカッションから

全国山野草・つみ草料理

町おこしサミットinいいで



松原文殊堂社叢松原文殊堂 社  叢 
しゃ そう

地域のあつい信仰心に守られて

　松原文殊堂は元禄５年（1692年）に建立さ
れてからずっと松原地区の鎮守として、地域
の人たちに信仰され、大切に守られてきまし
た。今日に至っても、お堂や境内の清掃、社
叢の下刈りなどに、部落事業として皆さんが
協力し合い取り組んでいただいています。
　社叢の松は古いもので樹齢300年以上のも
のと聞いています。残念ながら近年、松くい
虫が発生し、貴重な巨木を３本切り倒した経
過があり、風景は少し変わってしまいました。
それでも、地域の聖地という役割はこれから
も変わらないはずです。将来を担う若い人た
ちや子どもたちへ松原文殊堂の大切さを伝え、
いつまでも信仰心を持ち続けて欲しいと願っ
ています。

 茂  木  孝  順 さん
も ぎ こう じゅん

所有者　喜雲寺住職

（添川）

　諏訪峠の山の中腹に松原文殊堂は祭られ

ている。

　文殊堂のいわれは次のように伝わる。元

禄４年（1691）、松原の又左エ門が川底か

ら石仏を見つけ持仏堂へ納めた。その後、

又左エ門の夢の中に文殊菩薩が示現し、元

禄５年に堂を建てて安置したことによる。

堂は文化元年（1804）に又左エ門から喜

雲寺へ引き継がれ、現在に至っている。

　この社殿へ登る石段の中段に３本、登り

つめたあたりに２本と、目通り３メートル

を超す老杉が聳（そび）え、また境の周囲

は高さ30メートルに達する赤松の古木数十

本の社叢で囲まれている。

　社叢は、昭和62年３月、町の天然記念物

に指定された。

解 説

松原文殊堂社叢
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

昭和62年度町天然記念物指定

写真／社叢とは、「神社の森」を意味する言葉。松原文殊堂を守るように巨木の松が高くそびえ立つ

兇
selection

文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
、
民
俗
、
信
仰
、
自
然
を
物
語
る
町
の
宝
。

継
承
し
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
輝
く
価
値
が
あ
る 

。

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。
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